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　　　　　　　　　　成層圏のエネルギー収支図

（LEVEL1－3は中部成層圏，LEVEL4－8は下部成層圏）

　周知のように成層圏では超長波が卓越している．した

がって成層圏の擾乱がいかに維持されているかをみるこ

とは，すなわち成層圏の超長波の維持機構を理解するこ

とに外ならな：い．ManabeとHunt（1968）の山や海陸

分布の効果の入っていない18層モデルによる数値実験の

結果から得られた成層圏のエネルギー収支が第7図に示

されている．

　下部成層圏の主なエネルギー源はωノφノの効果による

対流圏からの運動エネルギーの流入である．有効位置エ

ネルギーの供給は運動エネルギーからの転換によってな

されている．各成分間のエネルギーの流れは対流圏のそ

れとは反対で，Kz，KE間のエネルギー交換の向ぎを除

いては実測されるものとよく合っている．

　中部成層圏では各成分間のエネルギーの流れは対流圏

のそれと全く同じである．すなわち中部成層圏に入ると

ωK

ωφ

擾乱は運動エネルギーを再び有効位置エネルギーからの

転換によって獲得するようになる．しかし依然として

ωノφノの効果による下層からの運動エネルギーの流入が

主要なエネルギー源であることには変わりがない．

　第3回のシンポジウムですでに窪田によって紹介され

たが，このモデルによる積分期間中のある時期に中部成

層圏に突然昇温時にみられるようなpattemが現らわ

れ，この擾乱の発達がω’φ’の効果による下層からの運

動エネルギーの流入によってひき起こされたものである

ことが示されたのは興味がある．

　このモデルでは山や海陸分布の効果が入っていないか

らstanding　waveは存在しない．これらの効果が入っ

た場合についての情報が得られるのもそう遠くはないで

あろう．

平均図における超長波＊

西 本 清 吉＊＊

　1．まえがき
　超長波の実際的な面について話題の提供を依頼され

た．これを機会に今までやってぎた平均図に関する調査

＊Ultra．10ng　Waves　on　Time　Mean　Chart

＊＊S．Nishimoto気…象庁予報部

　一1970年2月13日受理一

1970年3月

をまとめてみようと思う．

　ここにその骨子をのべる．

　2平　均　図
　一般にある時間平均図を作ると平均する期間に比べ．

短いサイクルの変動は消去される．

　今500mbの1週間ないし10日間位の平均図を作ると
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移動性の高低気圧に対応する波は大体消去され大規模な

pattemが現われる．

　この平均図は2～5週間位のサイクルで変動する成分

（φ’）ともっと長いサイクルで変動する成分（φ）の合成

と考えられる．

　この比較的短いサイクルの変動成分（φノ）を分離する

2つの方法がある．

　1つは数10日の平均図からの偏差をとる方法であり，

もう1つは1週間ないし10日間の高度変化をとる方法で

ある．　［（1）］

5φ’

　φ’の＋，一のcel1は比較的規則正しく移動消長す

るが，この移動は定性的にバ・トロピック運動における

Basic6eldに重なるperturbationとして取扱うことが

できる．　［（1），（3），（5），］

4．φ

　　　（4）

　パ
　φの変動については特殊なモデルを想定してZonal

indexの変動とpattemの関係を求めた．しかし一般的

な力学的ヒソトはまだ得られていない．［（2），（4），］
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